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研究要旨： 昨年度に引き続き、ベトナムの北部山岳地帯で 2011 年から 2013 年に発生した

炭疽の発生事例から分離された炭疽菌株から抽出されたDNAを用いて、80カ所のSNP (Single 

Nucleotide Polymorphism)による系統解析を行った。その結果、患者分離株は日本やモンゴ

ルなどのアジア諸国で分離される A3 クラスターに分類される一方、市販食肉分離株は西ヨ

ーロッパや北アメリカで分離される菌株と同じ遺伝学的クラスター(A1 クラスター）に分類

された。系統解析とともに疫学情報を加えることで詳細かつ実態を反映した感染源対策およ

び感染経路の探索が可能となると思われることから常に最新の情報を基に調査結果を考察

していく必要があると思われる。

A．研究目的 

  これまでにベトナム北部山岳地帯で発生し

た集団発生事例の患者分離株由来 DNA を用いて、

我々が日本で分離された炭疽菌株が菌株レベル

で識別を目的に選定した 80 箇所の SNP (Single 

Nucleotide Polymorphism) を用いて系統解析を

行ってきた。 

 ベトナム分離株の遺伝子解析における SNP タ

イピングの有用性を確認するため、今回は三件の

発生事例からの患者分離株および市販食肉から

抽出された DNA を用いて系統解析を行った。 

B．研究方法 

 事例 1)2011 年 6 月 Lai chau、Dien Bien, Cao 

Bang 省の発生事例からの患者分離株、事例

2)2012 年 Dien Bien 省発生事例からの皮膚炭

疽患者皮膚生検材料分離株および事例 3)2012

年から 2013 年における Dien Bien 省で発生し

た炭疽患者および患者周辺土壌と市販食肉か

ら炭疽菌分離用の培養と DNA の抽出を行った。

DNA 抽出には QIAGEN DNAeasy kit を NIHE に

おいて行い、本邦へ搬入した。 

 炭疽菌特異的遺伝子を保有する抽出済み DNA 

検体を用いて、我々が以前に選定した菌株識別

用の 80 カ所の SNP を特定し、詳細な系統解析

を行った。 

C．研究結果 

 事例 1)と 3）の患者検体から菌培養および DNA

が抽出できた。一方、事例 2)の皮膚生検からは

菌分離はできなかったものの、DNAは抽出された。

また事例 3)の市販食肉から得られた DNA から炭

疽菌特異的遺伝子を確認できたが菌の培養がで

きなかった。事例 3)の土壌からは菌分離されず、

抽出された DNA からも炭疽菌特異的な遺伝子は

検出されなかった。 

患者由来および市販食肉から分離された炭疽

菌 DNA から 80 カ所の SNP を特定して詳細な系統

解析を行った結果、事例 1)、2)および 3)の患者

由来菌株 DNA は他のアジア諸国分離株で多く分

類される A3 クラスターに分類された。一方、市

販食肉由来菌株は西ヨーロッパ地域由来株が多

く分類される A1 クラスターに分類された。 

 

D．考察および結論 

今回、患者発生地域における市販食肉から抽

出された炭疽菌 DNA の遺伝子型が患者由来の

ものとは異なることが明らかとなった。ベトナ

ム炭疽発生地域では複数の菌株が浸淫してい

る可能性が示唆されたものの市販食肉の搬入



 

 

元や輸送経路などが明確ではないため詳細な

疫学調査はできなかった。昨年度に解析した患

者由来菌株は A1 クラスターに分類されたが今

回は A3 クラスターに分類された。前回より複

数の地域で発生した菌株が加わったことで、系

統解析に用いた解析株数が増加し、より詳細な

分類が可能となったと考えており、解析数は今

後も増えることが予想されることから系統解

析結果は常に最新のものを反映したもので検

討していく必要があると思われる。 

ベトナム北部山岳地帯はラオスおよび中国

との国境付近であり、これらの地域の物流や交

通手段など詳細な情報は入手が困難な状況で

ある。 

感染源や感染経路の探索には詳細な疫学情

報が必須であることから今後の発生に備えて

NIHE のカウンターパートである Ha 博士には菌

および DNA そのものの確保と共に丁寧な聞き

取り調査を依頼している。発生地域は険峻な山

間地帯で交通の便が著しく不便であることか

ら現地における迅速診断および DNA の確保を

可能とする体制作りも必要であると考えてい

る。 

本研究の最初の目的であったベトナムでの

炭炭疽菌の分子遺伝学的解析は我々が選定し

た 80 カ所の SNP を特定することで可能である

ことが明らかとなったことから、今後も SNP に

よる遺伝子解析および感染源や感染経路調査

のための共同研究体制を維持していきたいと

考えている。 
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80SNP による炭疽菌株の系統解析 NJ tree analysis by MEGA 
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